様式第８号
事業者の過去１０年間の受賞歴
事業者の過去１０年間の受賞歴
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	賞又は設計競技の名称
	賞又は設計競技の主催者
	受賞内容
	受賞対象

施設名
	受　賞　者

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


≪記載要領≫
1 次に掲げる項目の全てに該当する受賞歴などを評価の対象とする。
　・過去１０年間（平成２７年４月１日から参加表明書等の提出日まで）に受賞したものであること。
　・当該設計事務所（参加表明書等を提出した者で、他支店又は共同企業体は含まない。以下同じ。）又は配置予定技術者（当該設計事務所に所属しているときに限る。）が受賞したものであること。（受賞者が建築主又は施工者の場合は対象外とする。）
　・設計者を選定するための設計競技（主催者を問わない。）での当選や入選、自治体又は公的団体（財団法人、社団法人などで非営利又は公益的な活動をしている団体）が主催する建築賞等であること。
②「年月日」欄は、授賞式の日時、賞状の日付等を記載すること。
③「受賞内容」欄は、大賞、佳作、１等、２等、当選等、賞状等に記載されているものを記載すること。
④「受賞者」欄は、組織又は個人の別を明らかにして記載すること。
⑤プロポーザルの当選や協力事務所の受賞は対象にならない。
⑥過去１０年間の受賞経歴が５件を超える場合は、設計競技における当選を優先して記載すること。
≪添付資料≫
①過去１０年の間に、設計者を選定する設計競技や自治体などが主催する建築賞などを受賞したものの賞状や雑誌等刊行物など受賞を証する資料（受賞者である設計事務所又は個人が特定できるもの）の写しを添付すること。なお、賞状等に配置予定技術者の氏名しか記載されていない場合は、受賞時に当該設計事務所に所属していたことがわかる資料を添付すること。
②受賞者が組織の場合、参加表明書等を提出した者以外の他支店名等が記載されている添付資料、又は参加表明書等を提出した者の事務所名（支店名含む）が確認できない添付資料が提出された場合は、評価の対象としない。（添付資料で支店名が確認できない場合は、参加表明書等を提出した者が当該受賞業務に携わったことが確認できる契約書の写し等の資料を添付すること。）
